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「真
まこと

の礼拝」 
 

牧師 竹井 剛 
 

マタイによる福音書２章１－１２節 

 

マタイによる福音書２章１節から１２節には、

幼子イエスをめぐって対照的な二つの礼拝の姿

が描かれています。   

一つはユダヤから見て東方から来た占星術の

学者たちの礼拝、もう一つはその当時のユダヤ

地方を支配していたヘロデ王とエルサレムの

人々の姿です。彼らは同じ「ユダヤ人の王」の誕

生を聞きながら、まったく異なる反応を示しま

した。 

占星術の学者たちは、遠い国から星に導かれ

て旅をしてきました。彼らは異邦人であり、聖書

を十分に知っていたわけでもありません。しか

し、夜空に現れた星を見て、「この方こそ真の王

だ」と受け止め信じました。危険も不安も抱えな

がら長い道のりを進んできたのです。彼らは王

宮に立ち寄り、「ユダヤ人の王としてお生まれに

なった方は、どこにおられますか」と率直に尋ね

ました。彼らの心には、礼拝したい、ひれ伏した

いという純粋な願いがありました。 

一方、ヘロデ王はどうでしょうか。彼もまた

「ユダヤ人の王」の誕生を聞きました。しかしそ

れは、喜びや希望ではなく、恐れと不安をもたら

しました。自分の地位が脅かされるのではない

か、自分の王座が奪われるのではないか。その恐

れが、彼を残酷な決断へと向かわせます。ヘロデ

は表向きには「私も拝みに行きたい」と言いなが

ら、実際には幼子を殺そうと企んでいました。こ

こに、礼拝を装いながら自分中心に生きる姿が

あります。 

学者たちは、ついにベツレヘムで幼子イエス

と出会います。彼らは家に入り、幼子と母マリア

を見ると、ひれ伏して礼拝し、黄金・乳香・没薬

を献げました。彼らが出会ったのは、権力も軍隊

も持たない、貧しい家に生まれた小さな命でし

た。しかし彼らは、その幼子のうちに神の救いを

見たのです。ここに、真の礼拝の姿があります。

それは、力や成功を求める礼拝ではなく、神が低

くなられた姿を受け入れ、自分自身を差し出す

礼拝です。 

私たちの人生にも、二つの礼拝の姿が現れま

す。神を信じていると言いながら、実は自分の思

い通りに人生を支配したいと願うとき、私たち

はヘロデに近づいていきます。祈りながらも、神

が自分の計画を邪魔する存在になってしまうこ

とがあります。しかし一方で、人生の暗闇の中

で、かすかな光を頼りに神を求め続けるとき、私

たちは博士たちの道を歩み始めます。 

ある一人の男性の証です。その方は仕事の失

敗が重なり、家庭も崩れ、人生の意味を見失って

いました。何をしても空しく、夜になると不安で

眠れない日々が続いていました。そんなとき、た

またま教会の前を通りかかり、明かりが灯って

いるのを見て中に入りました。特別な信仰心が

あったからではありません。ただ「もうこれ以

上、自分一人では生きられない」という思いがあ

ったのです。そこで聞いたのは、成功した人の話

ではなく、十字架にかけられたキリストの話で

した。弱さの中に来てくださった救い主の話で

した。そのとき彼は、自分の苦しみを抱えたまま

神の前に出てよいのだと知りました。彼の人生

の問題がすぐに消えたわけではありません。し

かし、孤独の中に共にいてくださる方がおられ

ると知ったとき、彼の心は少しずつ解放されて

いきました。 

学者たちが献げた贈り物は、立派な信仰の証

ではありませんでした。それは、彼らが歩んでき

た人生そのものの象徴でした。長い旅、迷い、不

安、そして希望。それらすべてを幼子の前に置い

たのでした。私たちも同じように、整った信仰や

立派な言葉を持たなくてもよいのです。苦しみ、

迷い、砕かれた心をそのまま主の前に差し出す

こと、それが礼拝です。 

神は、王宮ではなく、貧しい家に来られました。

力ある者のところではなく、助けを求める者の

ところに星を輝かせられました。人生の暗闇の

中で、私たちが見上げる小さな光、それがキリス

トです。その光に導かれて一歩を踏み出すとき、

私たちは救いへと導かれていきます。学者たち

が別の道から帰って行ったように、キリストと
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出会った人生は、以前と同じ道を歩むことはで

きません。神に礼拝を献げる人生へと、静かに、

しかし確かに変えられていくのです。 

2026 年、新しい年も霊と真をもって神を礼

拝し続けていきましょう。 

（2025年 12月 21日クリスマス礼拝説教） 

 
 

               
【教会員の声】 
 
「伝道協議会と拡大教職者会に参加
して」 
 
         長老 高林 喜雄 
   

9月 15 日(月･休)午後 1時～9月 16日

(火)正午までの 2 日間、札幌琴似教会にて行

われた伝道協議会（伝道所の活動状況の報告

等、私は 15日のみ参加）と 11月 11日(火)

に札幌 北一条教会で行われた拡大教職者会

（公開学習会）、8年ほど前に刊行された『聖

書協会共同訳』ついて 2つの学びの場を与えら

れました。どちらの会も初めての参加です。 

 伝道協議会の様子については竹井剛先生が

「大会伝道局報」（第 113号）で詳しく書かれ

ておりまのでそれをお読みいただきたいと思い

ます。お手元にない方はコピーいたしますので

ご遠慮なくおっしゃってください。インターネ

ットをされている方は日本キリスト教会大会の

ホームページでも御覧になれます。また竹井剛

先生と重複する所もありますがお許しくださ

い。 

北海道中会には 10の伝道所があります。中会

伝道局（以下伝道局）がこの 10の伝道所の伝

道活動全般のために中心となり仕え支援をされ

ています。ご存じの事と思いますが当教会から

竹井剛先生と鴇田咲子長老のお二人が理事とし

て奉仕されておられます。 

10数年前、仕事の都合で今金町北檜山区に

半年ほど滞在したことがあり休日に帰帯できな

い時は北檜山伝道所にお世話になりました。伝

道所の方々と共に祈り、讃美歌を歌い数人の礼

拝であっても主の豊かな恵みを強く感じたもの

でした。北檜山を離れる時、伝道所の皆様が別

れを惜しんでくださったことは昨日のように覚

えております。 

8月の末に美深伝道所で礼拝を守り主を賛美

する機会を与えられました。留萌から小平ダム

の横を通り朱鞠内湖を抜け美深町に着きまし

た。伝道所にはN 姉妹が一人でおられ説教者

の北村一幸先生が来られるまで色々お話をさせ

て頂きました。N 姉妹はアウトドア派で一昨年

に本州から移住され、この自然豊かな美深町に

魅了されたようです。礼拝は北村一幸先生と N

姉妹、私の三人でしたが讃美歌では N姉妹が

オルガンを弾いてくださり思わぬ恵みに感謝い

たしました。 

どちらの伝道所においても共に礼拝を守り共

に主を賛美できる兄弟姉妹がいる事に主への感

謝と喜びを感じられました。一人であっても扉

の開いている教会に御言葉を求めてくる人がい

る限り御言葉の説き明かしをしてくださる方が

いてくださり主の祝福がありますことをお祈り

いたします。教会員の皆様も伝道所のために、

伝道局の働きのためにお祈りくださればと願い

ます。 

 日本聖書協会は 2018 年に『聖書 聖書協

会共同訳』（以下『聖書協会共同訳』）を発行い

たしました。日本キリスト教会では今のところ

僅か数教会しかこの聖書を礼拝に用いていない

ようです。日本聖書協会様でもはっきりとした

教会数は把握していないみたいです。公開学習

会の講師の方によると、今私たちが礼拝で用い

ています『聖書 新共同訳』（以下『新共同

訳』）は 1987年頃キリスト教をよく知らない

人でも御言葉をわかりやすくし受け入れてもら

えるように翻訳され刊行されたものであるらし

いです。新しく発行された『聖書協会共同訳』

は原文をできるだけ忠実に翻訳しようという目

的で学者だけでなく詩人の方など多方面の専門

家の方が多く刊行に関わったそうです。日本キ

リスト教会は長老も説教をいたしますので長老

にとって今回のように新しい聖書が発行されま

すとどのように翻訳されているか学習すること

は大事な務めとなります。そのような理由で私

も発行後間もなく手に入れました。学習してい

るかどうかはご想像にお任せいたします。 

さて、当教会において礼拝で使用する聖書を

『新共同訳』から『聖書協会共同訳』に変更す

るか否かですが、日本キリスト教会で『聖書協

会共同訳』を用いております教会が少ないのも

分かるような気がしています。私事ですが、讃

美歌（21）を歌っているとき未だに歌詞を見

ながらでも 1954年版の歌詞で歌ってしまう

ことがあります。人は何事においても慣れ親し

んだものを新しいものに変えるとき少なからず

以前のものがよく思えたり、抵抗を覚えたりす

るものではないでしょうか。また、購入費用に

も不安を覚える方も少なくないと思います。礼
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拝に使用する聖書を新しい訳の聖書に変更する

には色々とハードルが高い気がしております。 

近いうちに新しい聖書の勉強会の開催、礼拝に

用いている聖書を『新共同訳』から『聖書協会

共同訳』に変えるかどうか小会で話し合いたい

と思います。（まだ話し合っていないのかとお

叱りを受けるかも）皆様からも小会、牧師、長

老に『聖書協会共同訳』についてのご質問、ご

意見をお寄せいただきたいと思います。 

 今回の講習会で日本聖書協会様から「聖書 

聖書協会共同訳 特徴と実例」と「聖書 聖書

協会共同訳」を 3冊ずつ頂戴してきておりま

す。礼拝堂の後ろの掲示板の所に置いてありま

すので是非お読みください。部数が少ないため

お読み終わりましたら次の方のため元のところ

にお戻し願います。 

 まだまだ、寒い日が続きます。皆様の健康が

守られますようにお祈りいたします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「神様が育ててくださる」 
 

澤邊 桔梗  
 

昨年のクリスマスに受洗し、おかげ様で一年

が経ちました。2024年は帯広教会の教会員に

なった年であり、娘である穂乃実の母親になっ

た年でもありました。実はクリスマス礼拝で受

洗した次の日に穂乃実の妊娠が分かり、その時

はお腹の子と一緒に祝福を受けることができた

と思い、とても嬉しかったです。私の妊娠を教

会に報告してからは、皆様に祈っていただき、

本当にこの子は祝福された子だと、出産まで安

心して過ごすことができました。しかし、出産

の痛みは私の予想をはるかに超え、世の中の女

性の多くがこの痛みを人生の中で経験すること

に、命を授かることのハードルの高さを感じま

した。創世記 3章 16節に、「神は女に向かっ

て言われた。「お前のはらみの苦しみを大きな

ものにする。お前は苦しんで子を産む。」とあ

りますが、聖書の言葉の意味をこんなにもリア

ルに体感することは人生の中でないかもしれま

せん。  

産後身体が十分回復するまでは、子育てを楽

しむ余裕はほとんどありませんでしたが、穂乃

実は産まれた瞬間からとても愛おしく、こんな

感情は今まで持ったことがありませんでした。  

私も夫も末っ子育ちで、子どもが特別好きなわ

けではなかったこともあって、2人して我が子

の可愛さに驚いていました。  

穂乃実は神様が私たちにお与えになった最大

のギフトでした。  

子育てを通して、私も赤ちゃんの頃こんな風

に母に育てられたんだなということを、日々体

感できる喜びを持つことができました。人が一

人育つのに、こんなにも手間暇がかかるとは、

経験しなくては分からないことでした。時々電

話で母と話すのですが、親子で育児トークがで  

きるようになったことも嬉しく思います。  

竹井剛牧師が、私の妊娠中このような言葉を

かけてくださいました。「赤ちゃんに、お腹を

撫でてたくさんお話をし、聖書の読み聞かせを

し、お祈りしてみてくださいね。神様が育てて

くださいます。」この言葉をいただいたおかげ

で、産後の今も、穂乃実を守り、育ててくださ

るのは他でもない神様とイエス様であることを

感じ、感謝する日々を送ることができていま

す。自分がこの子を育てなくてはという考え方

から、神様が育ててくださるという感覚への方

向転換により、良い意味で肩の荷を下ろし、神

経質にならずに穂乃実との生活を送ることがで

きています。  

教会員としても母親としてもあまりにも未熟

な私ですが、主が共にいてくださることを忘れ

ずに、これからも歩んでいきたいと思います。

改めて、産前、産後と祈ってくださった兄弟姉

妹の皆様、ありがとうございました。今後とも

私達家族をよろしくお願いいたします。 
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2026年がスタートしました。皆様の上に主の豊かな恵みをお祈りしています。今回のコラム

も先回同様に気になることを話題にします。 

① ちょっとした聞き違い 

〇少し前ですが、ニュースを聞いていると、「我が国の経済が新型コロナ時代を経て、５期

ぶりの回復を遂げました」と言っていました。最初、耳を疑いました。【ゴキブリのかいふ

く？】、話の脈に注意を払って、聞かなければならないと思いました。 

〇またある会話から、熊被害の話題です。人が集まるイベントで熊が出没し、「けが人が出

た……」との発言に、私はイベントでキッチンカーが被害にあい、【毛がに】が熊に食べら

れたのかと。“けが人”と“毛がに”を聞き間違えてしまいました。熊も“毛がに”が好き

なのかなと拡大解釈している滑稽な自分でした。 

〇道東の常宿に宿泊した際に、エレベータが５階に到着すると、女性の自動音声で「５階で

ございます」と。私はついつい【誤解でございます】と弁明する弱々しい声に聞こえ、エレ

ベータに向かって「とんでもございません。私の方が誤解してました。ごめんなさい」と返

答したくなります。 

 

② 北海道内の珍名の川 

次に北海道の川から名前がユニークな川をあげます。北海道の地名はアイヌ語を語源とする

名前が多いです。特に「ナイ」、「ベツ」の表記がたくさんあります。 

アイヌ語が語源の川を意味する用語が「ナイ」。この「ナイ」が名前にあると本当に面白くな

ります。関西弁でもよくこの「ナイ」は用いられます。関西のテレビ局による人気番組「探偵

ナイトスクープ」では、かつて北海道にある名前が面白い川を探ることがありました。関西の

テレビ局らしい企画ですね。では、いくつか紹介します。 

〇「ヤリキレナイ川」（由仁町）はアイヌ語で「ヤンケ、ナイ」は魚の住まないとの意味があ 

ります。この川の近くにいくと、虚しい思いになるかもしれません。でもヤリキレナイ川のせ

せらぎを聞くと、かえってリフレッシュして、心が晴れるかもしれませんね。 

〇浦臼町の於札内（おさつない）地区には、「オサツナイ川」があります。アイヌ語の「オ、

サツ、ナイ川」は乾いた川にちなんでいるそうです。いかにもお金がなく、財布が淋しい感じ

がします。また、道北の音威子府村には「オカネナイ川」があります。お札がない=お金がな

いことで可哀想な川ですね。 

〇私の友人の照井勝さん（滝川教会長老）が住んでいる雨竜町には、「オモシロナイ川」があ       

ります。「オ、モシ、オ、ナイ」はアイヌ語で中洲のある川らしいです。漫才師や落語家にと 

っては心地よくない川かもしれませんね。 

まだまだたくさんの珍名の川が北海道にはありそうです。 

 

そもそも聖書で引用されているイスラエルの歴史に関わる代表的な川は、ヨルダン川とナイ

ル川です。ヨルダン川は、主イエス・キリストが洗礼者ヨハネから洗礼を受けた場所としても

有名です。1月４日の竹井牧師からの説教でも取り上げられました。 

ナイル川は出エジプト記でモーセが葦の籠に入れられた川として有名です。 

聖書では、川はしばしば霊的な象徴としても使われています。 

今回はちょっとした聞き違いと珍名の川を例にとってみました。（畠山尚史） 
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